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株式会社　伊藤園

地域の水環境保全を支援するＣＳＲ活動
「お茶で琵琶湖を美しく・お茶で日本を美しく」プロジェクト

1．伊藤園のCSR活動の特色について

伊藤園は、全国201ヶ所の拠点網を有し、社員が地

域密着型のルートセールスを行っている総合飲料企業

です。地域の皆様とのコミュニケーションに努め、「環

境にやさしい」「人にやさしい」「社会にやさしい」企業

を目指すことを企業の社会的責任（CSR）の目標とし

て、取り組みを実践しています。

今回のテーマである「『お茶で琵琶湖を美しく。』・

『お茶で日本を美しく。』プロジェクト」も、こうした考

え方に基づいた取り組みです。

2．取り組みの目的

飲料企業である当社にとって、水は基本中の基本で

す。2008年、「お茶で、日本一大きな湖、琵琶湖をき

れいな湖として守りたい」という想いから「琵琶湖環

境保全活動」を始めました。以後毎年継続して実施し

ています。2010年からは、「お茶で琵琶湖を美しく。」

活動の経験を生かして日本の各地域の水環境を美し

く保ちたいという狙いで、日本全国に活動を拡大し、

「お茶で日本を美しく。」活動を開始しました。

3．取り組みの体系

■伊藤園の「水環境」を重視した「生物多様性保全モデル」

伊藤園は、「CSR推進基本方針」、「環境方針」に基づ

き、「生物多様性対応など環境課題へ自主的・継続的に

取り組み、人と自然との共生、自然資産の保全を通して

地球環境の持続可能な発展に貢献すること」を掲げ、

「環境・人・社会にやさしい企業」を目標に、消費者・行

政・NPO等との連携で、持続可能な環境・社会への貢

献を目指しています。

図の通り、「自然・環境保全」、「人との共生」、「地域社

会の形成」という3つの活動分野において、環境・人・

社会にやさしい企業を目指す、「伊藤園　生物多様性

保全モデル」として体系化し、経営の中に組み込んで、

次の基本的考え方で実施しています。

① 水環境保全に重点

�水環境・水資源・水文化の保全に関係する地域を特

定して継続的に活動を実施しており、寄付と社員・ボ

ランティアによる実地活動を一体化して実施。

② 関係者との連携

�消費者からの売上の一部を寄付するという仕組み

による幅広い参加と周知措置、並びに行政・NPO・

コミュニティとの連携による環境保全等、CSR活動

を密接に連携。

③ 教育の重視

�専門家による支援を受けて、コミュニティとともに学

ぶ教育の場を設定し、持続可能な開発のための教育

（ESD）による地域の人づくりと社員の人づくりに貢

献。これで活動の浸透と広がりを期待。

第17回 日本水大賞【経済産業大臣賞】

「お茶で日本を美しく。」
活動のロゴマーク

「お茶で琵琶湖を美しく。」
活動のロゴマーク
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4．取り組みの内容

1）�「生物多様性保全モデル」の確立につながった「お

茶で琵琶湖を美しく。」活動の概要

�① 活動対象：琵琶湖の水環境・水文化特に水質保

全・水源涵養を対象。

�② 活動内容：ア）寄付活動として、関西地区（滋賀

県・京都府・大阪府・兵庫県・奈良県・和歌山県）の

「お〜いお茶」飲料商品売上の一部を「琵琶湖環境

保全活動」費用として滋賀県に寄付。寄付総額は、

2008〜13年度で6,163万円。イ） 社員・一般ボラン

ティアによるヨシ刈りやヨシ苗の植栽による漂砂防

止等、ヨシ原の保全と維持管理を実施。

�③ 教育：ヨシ刈り終了後、コミュニティセンターで

「公益財団法人淡海環境保全財団」の専門家による

琵琶湖の水質改善効果を中心とした、講話を聴いて

気づきを得る意見交換を実施。

2）�「生物多様性保全モデル」の全国展開「お茶で日本

を美しく。」活動の概要

�　琵琶湖での活動から関係者との連携、専門家によ

る支援、教育の重要性という知見が得られ、2010年

から他地域に応用（2013年度は25都道府県）。

�① 対象：全国25都道府県で様々な環境保全整備活

動を支援し、うち12都道府県で水と関連する生物多様

性の保全・再生を重視して自然環境保全活動を実施。

�② 活動：「寄付活動と保全活動の一体化」を重視し

て、対象地域を逐次全国に拡大。寄付総額は、2010

〜13年度で6,362万円。主たる地域は「北海道 霧

多布湿原」、「栃木 奥日光清流清湖 コカナダモ除

去」、「東京 海の森植樹」、「愛知 海上の森」、「福岡 

福津ビオトープづくり」、「佐賀 虹の松原・有明海」等。

③ 教育：

�ア）「2013年度 奥日光 コカナダモ」：「奥日光清流清

湖保全協議会」と連携して、湯ノ湖の「コカナダモ」の

除去と周辺清掃を実施。これを契機に、写真撮影を通

じて水や自然の大切さを学ぶ、（株）伊藤園特別協賛で

奥日光清流清湖保全協議会主催「奥日光清流清湖フォ

トコンテスト」につながり、奥日光水域の生物多様性

の魅力について情操を養う持続可能な開発のための

教育（ESD）の実践の場に発展。

「お茶で琵琶湖を美しく。」活動の様子

社員・一般ボランティアによるヨシ刈りの様子

「お茶で日本を美しく。」活動
奥日光「湯ノ湖」におけるコカナダモ除去活動の様子
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います。このような状況は、全国の湖沼などでも見られ

る現象であり、国も1984年、「湖沼水質保全特別措置

法」を制定し、改善に努めています。このような中2008

年から、琵琶湖の水質保全に役立つ「ヨシ（葦）」のは

たらきに着目して「琵琶湖環境保全活動」を開始しまし

た。3年間で寄付＋社員活動+ボランティアという琵琶

湖方式が形成されました。2010年からは、この琵琶湖

方式を全国に拡大し、2013年度には25都道府県で

「お茶で日本を美しく。」活動を展開しています。

6．取り組みの波及効果

�1）活動の実績：「お茶で琵琶湖を美しく。」活動は、

2008年度から毎年1回実施しており、2013年度ま

での参加人数は900名を超え、寄付金の総額は

6,163万円となりました。「お茶で日本を美しく。」活

動は、2010年度は9都道府県で実施していました

が、2013年度には25都道府県に拡大、家族も含め

た社員の参加人数は累計で1,000名を超えました。

寄付金の総額も2013年度までに6,362万円となっ

ております。

�2）地域づくり：活動にあたり、消費者・行政・NPO・

コミュニティと連携することにより、自然環境保全活

動にとどまらず、「地域づくり」につながるよう、CSR

活動の体系の中に位置づけ、持続性ある活動につな

げています。活動に当たり、全国201の支店を「活動

支援拠点（プラットフォーム）」として位置づけ、当該

地域における一般ボランティア・自治体（市町村）、

NPO等と密接な連携を保ちながら、継続的かつ効

果的な活動を行っています。

7．取り組みの留意点など

�1）活動を円滑に進めるための関係機関との調整（プ

ラットフォームの役割）：例えば、琵琶湖の活動の場合

は、ボランティアの参加を募る関係上、バスの手配・

傷害保険の手当て、カマや長靴準備など「後方支援

を万全にすること」に配慮しています。

�2）�継続的な成果の累積：まず「活動支援拠点」とな

る支店の社員は、自治体・NPOの意見をよく聞き、地

元ニーズと自然保全の専門性を学習し能力向上を

図っています。次いで、成果を継続累積するため、成

果記録を「見える化（マニュアル化）」し引継ぎを確

実に行い、人事異動に関わらず活動が継続して行わ

れる仕組みを構築しています。

イ）�「2012年度 愛知 海上の森」：県と「海上の森保

全連携協定」を結んで人工林整備、海上の森保

全活動を実施。また「NPO法人海上の森の会」

の講師から間伐と森の役割、水との関係を学習。

みんなで学ぶ機会「第6回人と自然の共生国際

フォーラム」で活動成果を発表。

5．取り組みの経緯

琵琶湖の水は、約1,453万人が水道水として利用し

ており、また、琵琶湖周辺には川端（かばた）と呼ばれ

る「琵琶湖へ流れる小川を各家庭まで引き込み、さら

に湧き水を合せて生活に利用する文化」が今も残って

います。現在、有機汚濁の指標であるCODが昭和59

年以降改善されていないという状況であり（滋賀県「滋

賀の環境2013」）、長年、行政や多くのボランティアの

人々によって水質保全のための取り組みが続けられて

「お茶で日本を美しく。」活動
「あいち海上の森」における間伐活動の様子

（2013年）主催：奥日光清流清湖保全協議会・募集ポスター
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�3）社員のモティベーション（参画意識）の向上：現場

においては、常に、社員家族の参加を募り、ともに活

動し学ぶことを奨励するとともに、一般の方たちとの

話し合いの場（活動終了後の車座ミーティング）を設

け、自然保護や公共の意識についての啓発を図り、

誰にとっても持続可能な活動となるように努力してい

ます。また、社内表彰制度としてCSR大賞を設けて、

地域における優れた環境保全活動について表彰し、

社員のモティベーションの高揚を図っています。（琵

琶湖の活動は2013年度CSR大賞受賞）

8．今後の計画

�1）伊藤園は、引き続き、「お茶で琵琶湖を美しく」・「お

茶で日本を美しく。」活動を通じて、美しい水環境を守

り、「地域づくり」、「人づくり」に貢献してまいります。

�2）水環境・水資源・水文化に関連する他事業との連

携、特に「SATOYAMAイニシアティブへの参画」

�　 伊藤園は石川県・福 井県両知事 提唱の

SATOYAMAイニシアティブに発起人企業として参

加しています。地域密着型活動を続け、「人と人のつ

ながり」を重視し、原料調達、製造、販売、消費のプ

ロセスにおいて、湖沼・河川をふくむ里山環境の保全

に努めるとともに、社会・環境との「共有価値の創造」

を目指し、地域とともに生きることを旨としています。

�3）ラムサール湿地保全活動への本格的参画（2012

年7月）

�　ラムサール条約湿地である渡良瀬遊水地の環境

保全活動に参加しています。栃木県小山市と緊密に

連携を図っています。

4）持続可能な開発のための教育（ESD）の強化

�　伊藤園は、持続可能な開発のための教育（ESD）

の手法の強化を図り、「社会・環境と経営の一体化」

を担う社員育成及び地域の皆様方との本活動におけ

る体験、環境学習を通じて、地域に水保全活動の輪

が広がっていくよう努めていきます。

5）持続可能な生産と消費

�　伊藤園は、国際標準ISO26000のCSRを基礎に

すえて、共有価値創造（CSV）の視点で人と人との

つながりを強化します。これに「人づくり」「地域づく

り」のためのESDを加えています。伊藤園は以上の三

者を統合させた経営戦略で、生物多様性の保護と持

続可能な生産と消費により「Communi“tea”」づく

りを目指していきます。

9．伊藤園について

�1）伊藤園は、「お客様第一主義」を経営方針とし、「お

客様を第一とし　誠実を売り　努力を怠らず信頼を

得るを旨とする」を社是として掲げています。全社員

が「今でもなお、お客様は何を不満に思っていらっ

しゃるか」という問題意識を常に持って「お客様第

一主義」を実践しています。

�2）茶畑から茶殻までの一貫した活動で、人と人との

つながりで共有価値を創造しています。

�3）全国201の拠点を地域コミュニティの接点として

位置づけ、全て正社員からなる約4,000名のルート

セールスが各拠点に配置され、地域密着型で商品の

説明、商談、配送を行います。

�4）長期ビジョン「世界のティーカンパニー」を目指し

て、これからも社員一人ひとりが、事業を通じたCSR

活動を推進して社会・環境の持続可能性に貢献して

いきたいと考えています。

株式会社伊藤園
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